ハンドマイク演説原稿（例）　　二〇一〇・五・十二　日本共産党利根沼田地区委員会

　　《沖縄普天間基地問題》

　ご町内のみなさん、日本共産党（の○○支部・○○後援会）です。

　ただいまより、ご当地をお借りいたしまして日本共産党の政策についてお話しさせていただきます。しばらくの間、ご協力をお願いいたします。
みなさん、いま沖縄の普天間基地の問題が政治の焦点になっています。
　沖縄では「新基地反対」で９万人の県民大会が開かれ、移転先とされた徳之島では島民の６割が参加して反対集会が行われました。政府の「移設先さがし」は完全に行き詰まっています。基地あるゆえの苦しみは、日本のどこに移しても同じです。危険な米軍基地は、無条件に撤去する以外に解決の道はありません。
　日本共産党の志位和夫委員長はアメリカを訪問して国務省で政府高官と会談し、「無条件撤去しか道はない」とズバリ主張しました。こうしたことは本来首相がやるべき仕事です。同時に志位委員長は、「私たちは反米主義ではありません」「きょうの発言は、ほんとうの日米の友好関係の確立を願う立場からのものです」とも述べ、アメリカ側も「見解が違っても意見交換するのは有益であり、民主主義の基本です。これからもつづけましょう」と応じました。自民党や民主党のようになんでもかんでもアメリカのいいなりになっていては、本当の友好関係は築けません。　
　さて、鳩山首相はどうでしょうか。昨年の総選挙前には、沖縄県の米海兵隊普天間飛行場を「国外に移す。最低でも県外に移すと」と約束したのに、あれは「党代表としての発言」であって「党の公約ではない」と言い出しました。こんな言い逃れが通用するでしょうか。
　鳩山首相は、公約違反の口実に「在日米軍の抑止力を維持する必要から、国外移設は不可能だという結論に至った」と言い訳していますが、これは自民党と全く同じ立場です。だいたい、問題になっている沖縄の海兵隊というのは、名前からして、海兵遠征軍、空母打撃群、遠征打撃群など、イラクやアフガンなど海外に侵略することが目的の軍隊で日本を守る〝抑止力〟では決してありません。
　北朝鮮の脅威を理由に海兵隊が必要とする主張も道理がありません。国境を接する韓国に駐留する米軍は、10年間で約３分の１に激減しているのです。それなのになぜ、朝鮮半島「有事」を口実に、沖縄の海兵隊を維持し、普天間基地に代わる新しい基地をつくらなければならないのでしょうか。
みなさん。日本の安全を守るためには、軍事力による脅しではなく、憲法９条に基づいて平和的な国際環境をつくることがもっとも重要です。いまこそ、「海兵隊が抑止力」という呪縛（じゅばく）から抜けだし、普天間基地の無条件撤去の決断を下すときではないでしょうか。
　夏の参議院選挙では、対等･平等の日米関係を築く立場から、基地の無条件撤去を求める日本共産党をぜひ大きくしてください。群馬選挙区では、たなはしせつ子をよろしくお願いいたします。大手マスコミがこぞって「海兵隊は抑止力」という「迷信」にとらわれているなかで、基地問題の真実を報道しているのは日本共産党の「しんぶん赤旗」以外にありません。この機会にぜひお読みくださいますよう、お願いいたしまして、ご当地での訴えを終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。
